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　本論では，谷主｝の縫発した多次元黎我樹一性尺度により，一般高校猛と相談室舞繕者の紅警我隅

一盤の感覚涯を講奮・箆較し，「自我縁一性の感覚」の程護：が蕎校生の婦人欝係の秘みとどのよう

に縫達し，蝿人関係に焦点をあてた援勧プランを立てる、とで有効な精鞍となるのか検討する。高校

茎，2年生（一般葛校生）8題名と様々な理由で相談室を利濡している高校生（権談室霧霧考〉捻

名を対象に，多次元自我講一姓尺度による調査を行い，讐点化して，「嚢我霧一難の感覚」を検討

した。谷の大学生の講蓋結果では，隼齢が上がるに連れて尺度の得点が高くな辱，縮我縫一盤の

感覚」が発達的に変化する結果が得られているが，高校生では年齢による発達的変化はあまり鍛著

ではない。下位尺度懸で比較すると鰐地的縛一盤や心鍵鍾会的羅一性の二瞬子の得点が抵弘男女

懸では女子の方が得点が低いが，男子に箆べ年齢的変化が晃られる。樽談室秘編者の「自我羅一牲

の感覚」は一般轟校生のそれに比べ，かな鯵未熟で，下位尺度穰の箆較では女蟹毯的織一性と心蓬社

会的隅一牲の饗点が極端に蟹い纏を示した。さらに，相談室率獺者の懇人の調査結果はその生経の

問題を反験している。

〔キーワード〕　自我演一牲の感覚鰐人関係援跡，高校生，援跡プラン，多次元自我

　　　　　　　　隅一牲尺度，発達課題

1．はじめに

　平成捻葎度の高等学校の中途退学者数は欝4，8縫人

（前年度より3．9％減）である。さらに原級留置者数は

器，鑓7人である．中退事由についてはヂ学校生活・学

業不適慰雄が38．茎％で最も多く，次いで「違警変更」

総．3％，「学業不振」6．4％である。「学校生活・学業

不遜癒」の内訳は，「もともと高校生活に熱意がない」

が戯、2％を着めている。ダ進驚変更」の内訳は「就職

を籍望」が舗．§％を占め，「麟の羅綾への入学希望」

が器．3％などとなっている。中退率を学隼鼕鼕にみると，

第玉学年での中退率が遷．2％で最も高く，以下第2学

籍2．5滋，第3学年§、8％で，中退者全体のうち，i奪生

が占める割合が52．9％，2奪生が3i、3驚，3奪生が§．毒

％である％社会的ひきこもりが欝§万人ともいわれる

状溌にあって，高校生の中途退学者の問題は深亥llに受

窪めていかなければならない問題であると考える。し

かし，文藻科学省は高校中途退学者の鶴題の嬉策とし

て，中学校における進鶏姦導や高校におけるガイダン

ス機能の充実などを揚げているが，小・中学校の不登

校麟策のような異体的な施策はなく，今後．青隼難の

発達課題を十分考縷した婦癒が望まれるところである。

　平蔵i2葺三種：の総務庁の講萱梅こよると，ノ罫学生のう

ち器％が鰹室を，越％がテレビ，3％が撲1帯電話・P

翼Sを漸有し，子供達の5生活の瓢イ毅とも疑うべき

繧向が見られると輻告している。家1莚におけるパーソ

ナル化は，知らず難らずのうちに家族の羅簗や摩擦の

機会を奪い，家族という藁縄体を鰯人の集合体へと変

建させている。臓えて，少子建，単身選任などにより

家族形態も変化し，家族機能が懸下していることも否

めない。また，子どもの体験活動溺究会が鴛つた子ど

もの爆睡体験の調査結果では，鴉年麟と比べて，子供

達が自分の感椿のコント窪一ルができない顔向にあ鯵，

五濁関係の結び方が未熟であると報告している。

　早薮勇も現代縫会に生きる人々の婦人総懸の肴薄化，

懸立建の問題をと諺あげているが，その中でテレビゲー

ム，パソコン，ビデオ，ウォークマンなどのε一人遊

びの遂翼雌の餐｝及によ鯵，盤闘的轡1界に生きる琶轟轟翼こ

拍車をかけて疑ると遽べている。そして，このような

窪臨的な量界に没入する青少年の心の発達上の諸問題

に支サし，信頼できる地者との鐵会いや，家族，友人，

先生などとの婦人騰係の圏復が必要であるとし，婚人

関係を通じて「自分を知る」ド自分がわかる」ことが

重要であるとしている。

　カイ鐸一瞬こよると，「ピーター・ノぐンシンド欝一

ム」は欝代後半から欝代にかけて勝手気ままに生きて

きた男たちにみられる症状であるし，その心理的状懸

は子どもから大人になるまでの長い時間の経過の中で

起こった変位であると述べている。被らは発達課題を

解決しないまま成長し，思巻葉穣こ入って仲覆からの矩

否に会い，現実逃避していった青年達である。このよ

うなピ㎜夕｝章パンシンド腔一ムが話題になって久し

いが，いずれにしろ，自閉的な漫翼に浸ろうとする子

供たちにとって，鯖神的発達蟻に十分な対人鱒孫を体

験していないことが社会不適癒につながっている。

　工撃クソゾは人簡の発達段賠を8っに露分したう
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えで，それぞれの段繕における発達課題に関連し，藪

我は最鱗の課題を乗り越えなければ次の課題に取参緩

むことができないと述べている。エ1テクソン雪ま自我

が特定の社会的現実の枠緩みの中で定義されている密

教へと発達しっっあるという確落を自我疑心性である

とし，　青年難の発達課題は急遽な身｛本的成長と童塗浮華蔽1

熟がもたらす，露分についての白麹憂）イメージや認識

の動揺を克澱して，察我隅一磐iの感覚を得ることがで

きるかということであると遽べている。つまり．書肆

鱗においては，大人になるために生まれた時から騨染

んできた懸纏観を絶毒との関わりの中で箆痘し，霧と

の縫係を意識の上で擬え痘し，嚢分らしさを確立する

ことが求められる。しかし，現代青簿にとっては，青

隼簸嶽繭の発達課題の克騒そのものが難しくなってい

る。発童類までの発達課題は，親・家躾とのきずなを

基盤として瞬輩との閣係を広げていくことのうえにな

しとげられるわけであるが，先に述べた文部科学白書

のデータ讐こ発られるように，饗伏縫会の中で，子供

達はしらずしらず欝閉的な遊びに没入し，婦人麗係の

結び方も不十分なまま，成長している。このように青

年難以前の発達課題が十分解決されないまま青年難に

達した青年達は高校受験というハードルを越えて高校

入学を果たしたものの，生活覆境の拡大・変建と購時

に自己のあり方が否慈なく問われ，§我が澆蹴をきた

す場合が少なくない。

　筆者（須藤〉は私立高等学校の驚動カウンセラーと

して，生徒の相談室への受け入れから教室への再適癒

までの過程を，端人関係に焦点をあてて援窮してい

る癩。青年難以前における親子関係や瞬輩翼係など

の発達課題をみなおし，教室のヒエラルキーが持ち込

まれない安全な社会的環境において§我の育ち直しを

援励することは．対人関係を取む蔑すことを凝し，教

室再適鑓1を容易1こすると患われる。工婆クソン良種ま，

春年は仲懸華こよって肯定されることを切望するといい，

吉遜恥は思春期臨濠において蝉人鍵孫を取り蔑すこと

の重要性について述べている。筆者自身も，対人関係

の憾みを麹えた生後に対しては，新たな仲闘作りを援

麟する方が畢鞘の自立につながることを経験してい

る購。そのために，それぞれの生経の自我隅一性の

感覚がどの程度成熟しているのか摺握し，生経1こあっ

た発達課題への海き合い方を援麟することは重要であ

ると考える。

　以上のことを羅まえ，本論では，谷｝｝の購発した青

隼鱗のための多次元自我瞬一性尺度により，一般高校

生と相談室朝灘者の瞭我瞬一盛の感覚」を講蓋・既

較し，嚢我瞬一佐の感覚の程度が高校生の韓人関係の

慰みとどのように麗達し，対人関係に焦点をあてた援

動プランを立てる上で有効な椿報となるのかを検討す

る。

2巷§3－6

2．研究方法
　谷δがエ1｝クソン遜i論に基づいて青黛三莫穣こおける

「寂我縫一一姓の感覚」を灘駕するために闘発した多次

元自我霧一一牲尺度を購いて，帽談室を趨零している生

健欝名（嬉談室瀦屠者）とi，2年生男女877名（一般

轟校生）を熔象に紅嚢我鐸一牲の感覚」を講査した。

権談室料零者の場合は欝鍵年から2緯2年にかけて来室

時に経時調査に織力してもらい，一般高校生の場合は

鎗競年簸屑に一斉に実施した。表茎は鞍験者の内議で

ある。男女共学であるが，学校全体として女子の割合

が少ない高校なので，男子より女子の被験者の数が少

ない。

　表1．被験者の病訴（人数〉

男　子 女　子 合　爵

i隼生 328 玉4i 鶴9

2隼生 323 84 鶉7

梅談窒窟曙毒 7 圭2 鰺

　表2には構談室零獺者について相談室を霧離する時

の科矯の仕方をタイプ男1轡に分けて示した。長難題の

科絹の長鞘濾在型が約半数である。践むは不定簸避難

型と休憩鋳闘型が半々である。

　表2、権談窓零蠣者のタイプ溺内訳（人数〉

権談室麟灘のタイプ 人　数

長簸難産型 8

不定難選難型 5

休慧時醐型 6

合　　計 ig

　多次元自我羅一性尺度は第i霞子（自己斉一性・連

続性），第2霞子（繋欝鶴舞一姓〉，第3霞子（女蓄縫的

購一性），第違露子（心理社会的瞬一一性〉の4っの下縫

尺度から構成されている。自己葺一性・連続性とは衰

分が霞分であるという一貫性や時鷺的連続性を持って

いるという感覚，村雲的萄一性は自分自身が欝捲すべ

きもの，望んでいるものなどが明確に意識されている

感覚，講飽的遜一性は匙者から見られているであろう

自分§身が，本来の露分欝身と一致しているという感

覚．心蓬挺会的構一性は現実の縫会の中で自分自身を

悪辣付けられる感覚である。圏答者慧無記名で，学年・

年齢・姓撰の記入を求め，2§項目のそれぞれについて

“全くあてはまらない押から“葬常にあてはまる”の

7段購で評定することを求められる。（資料参窯）

　櫨談室稗絹者については．多次元麩我同一性尺度の

講蚕纏栗と穣談内容との関連を見るために事擁の検講

も行う。なお，事例の縫示にあたっては秘密保持のた

め，本質を娯ねない程度に鰺藍を濾えた。

3．結果
　各項§の得点（i～？点〉は，得点が高いほど「自

我属一性の感覚」が高いことを示す。
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董）　一般欝毒変生の蔭彗我羅1一一牲の感覚

　表3に示したように一般高校生の多次元自我講一鮭

尺度の年齢琴ll得点平均纏は，驚議と鷲歳では尋つの下

位尺度および総得点いずれも得点平均値にほとんど差

がなく，どちらかというと欝歳よむ鉾歳の方がやや露

点が／籔い。玄鐘絶的購一性や心遅社会的隅一姓は勉の下

趣尺度よ鯵低く，さらに蔦歳の得点平均値と髭べ，瞬

らかに馨・賀歳で高い鰹を示している。また，自己斉

一性・連続性と鰐麩的縷一性の感覚は発達的変化を示

さない。なお，今墾の調査で欝歳の生徒の被験者数が

懇歳，i7歳より多いのは，茎6歳の年齢の生徒がi，2奪

の画学隼にわたるためである。

　表魂には多次元醤我撰一姓尺度の男女琴ll傷点平均纏

を示した。交響毯的野一姓以外の下龍尺覆：の得点および

総得点が男子より女子の方が抵も・値を示している。さ

らに，蟹茎，2には一般高校生の男女溺の多次発蓉我

爵一性尺度の発達的変化を示した。男子では各下位尺

度の得点に発達豹変｛雛まみられないが，女子では蔦歳

から罫歳へと隼齢が増すにつれていずれの下位尺度で

も得点が増撫する嬢海が見られる。また，男女ともに

自己斉一性・連続性の尺度の得点は縫の下紘尺度の得

点よりも高い纏を示している。

2）権談室利用者の自我綱一牲の感覚

　一緩高校生と槍談室利編者の多次元嚢我縫一姓尺度

の得点平均纏を表5と纒3に示した。相談室秘環者の

被験者数が，端難となる一般高校生の被験者数に比べ，

極端に少ないので，検定は行っていない。表5の一般

高校生の得点平均魑と相談室朝霧者の得点平均纏の比

較では，相談室科繕者は一般高校生のどの下盤尺度の

嬉と比較しても低い鰹であることが瞬らかである。各

下縫尺度を比較した纒3の棒グラフで明らかなように，

一緩高校生と権談室利濡者の自己斉一性・連続性，端

縫的溝一性の得点の差が大きい。また，椿談室利矯者

の下縫尺度間の比較では．一般高校生の場合と瞬様に，

端縫的野…性が最も低く，次いで心理社会的自我隅一

性が優い。

3）事携

　相談室科霧者4）2名について各下位尺度の髄を表6

に一般高校生の平均値とともに示した。A子は槍談室

を零彗零し始めた擁難に，B子はi年ほどたった頃に調

査した。

　A子は体育の暗闘にたまに欠課する不定難避難型の

楊談童舞繕者である。繋立高校の受験に失駁したこと

を蓬由に親がA子の考えを否定するため，親に存在を

認めてもらえないと感じていた。樗来の臼標も定まら

ず，侮を髄強したいのかもわからず，いつも家躾のこ

とに捉われていた。嬉入閣係では，矯翻への醍癒が足

りないためか，　クラスメート1こ遷けられている。　クラ

スの中で浮いていると感じるようになった壊からやや

精締約に不安定になってきた。

　クラスでの状溌が掘握鐵来る握任が中心になって，

筆者，養護教諭，保健室に来る教懸が受容的に麗わる

ことにより霞己舞定感を育てる一方で，対人場面にお

けるA子の問題を取り上げ，構成度の低も・SSτ的な

ワークを行ない，クラスメート以外の生経との鰐五霞i

係づくりを試みた。A子の多次元霧我溝一性の下位尺

度は一般高校生に比べ全体的に縫いが，そのなかでも

特に婦露的講一姓と心蓬社会的霧一性の纏が低い。自

分が簿をしたいのかよくわからない，将来のこともど

うしていいかわからないという気持ちが下位尺度の結

果に反駁しているといえる。一一毅高校生や構談童舞矯

者の平均値では，下位尺度のうち鰐勉的覇一性の感覚

が最も｛選いの1こ反し，　A子の女旨弛垂辱緯一姓の感覚は絶

の露子より高い髄を示した。

　B子は長窮滞在型の絹談室利霧者で，小さいときか

らいじめられてきた誌験を持つ生経である。心理的に

も不安定で，擁うっ的になることが多く，対人恐縮的

心性も強い。定端的な心蓬懸接を待う一方で，心蓬的

に安定できる懸場駈の提供により，相談室において徐々

に瞬葎代と交流できるようになったものの，親しい縫

｛系毒こなることはなく，｛串間との閣係づくり畜こは多年常蓋こ

気を優った生経である。B子の多次元自我濁一一性の下

縫尺度は，全体的に一般生1達に比べかな蔭低い。その

申でも§己斉一性・連続性と端縫釣縄一盛iは極端に低

い。B子はいつも小さい填のことを彩よく患い幸せな

い」といっていた。相談室を秘零するようになってし

ばらくした頃から，昔のことを言葉で表理できること

がうれしいというよう1こなった。また，成績で評｛轟さ

れることに擾否感が強いこと，縫人を避ける繧鋒璽が強

いことも，下位尺度の結果に…致する。

表3、一般高校生の多次元自我隅一牲尺獲の律令募ll得点箪均纏（S　O〉

馨　自己蒼一性・連続性　　辮議的覇一牲 蝿麹的属一姓　　心遅娃会的覆一性 総得点

i5歳　i66

i6歳　襲2

鉾歳　2総

合計　8慾

24．45（7．淫3）

24．93　（7．43）

24、37　（7、6§〉

2護．6？（？．46）

22．i3（§，37）

2i．57（§．魂5）

2i．08（6．32〉

2茎．§3　（§．4｛｝）

i§．8§（5．縣）

2蓼．5i（§．鱒〉

2§．3遜（5、87〉

2（〉．32　（§．｛）倉〉

2馨．45（護．9の

2i．i4（5．茎§）

2i、3§（5、37）

2i．総（5．欝〉

86．83　（茎8．8蓬〉

88、i5　（i§．64）

8？、鰺（2倉．欝）

8？．6（多　（i§、64）
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表鳶、一般蕩校竺の多次元霞我筒一牲尺度の男女擁ll得点平均短（S　D）

瞬　白班欝一権・連続性　　婦白麹購一案生 端縫的同一性　　心塑社会的講一性 総響点

男子　6騒

女子　2筋

金計　8了8

24．縛（7．67）

23，9｛肇　（6．77〉

24．67（7．46）

2茎．7霧（6．5§）

2巷．78（5、77）

2i．53（6．鱒）

2奪．鰺（§．2毒）

2i、舵（§．3毒）

2春．32（6．春㊧

2i．2i　（li｝、4i）

2§．7蓬（4．妬〉

2i．鎗（§．ig）

87．98　（2｛）．25）

86．52（圭？．7茎）

87，6G（婚．64）

鎗

2碁

鱒

欝

欝

5

馨

←自註斎一難・連続性

]一女指的隅一盤

B卜対縫約属一牲

ｩ心理被会的羅一牲

i5歳 驚歳 i7歳

騒葦、男子生碇の多次元§義詞一牲

　下位尺度の得点箪均纏の変化

3§

25

2§

重5

鰺

5

容

←嚢己斉一牲・連続性

X一・女拍的隅一姓

寤齣ﾎ勉的講一性

｣一心濯縫会的購一性

i5歳 i6議 茎7議

図2．女子生徒の多次元察我羅一儀

　下位尺度の観点平均纏縫変化

表§．一般高校生と根談利醗者の多次元盛義溝一牲尺度の得点平均髄（S3）

瞬　自己斉一性・連続性　婦痘的隅一性　　糞垂縫的隅一姓　　毛・鍵社会的講一姓 総露点

…… ﾉ高校生　　87馨

槍談室料講者　緯

24．67（7．鰯　　2i．53（6．4奪）

鯵，茎i（6．？5）　　至9．95（5．56）

2§．32絡，縫〉

i7．ii（4．28）

2圭．奪9（5．婚）

茎8．ii（窪．9達〉

87．懸（茎9．緩）

74．26　（茎6．37）

表6．穣談室料震音A子，B子の多次元窪我潟一牲尺度の傷点

自己斉一性・連続性　　対毯的隅一性 端縫的岡一牲　　心理社会的悶一性 総得点

一般高校生

　　A

　　B

24．§7

2馨

i3

2i、53

絡

2§

2§．32

2暮

欝

2i．総

茎6

2i

87．暮暮

72

64



高校生の「自裁翼一性の感覚」について i欝

騒邑斉一姓

・連続性

心遠蛙会的縫

一盤

図3．一般高校生と輯談室鵜編者の多次元凛我

　　　　嗣一性下位尺度の得薫平均纏

4．考察
書）一般高校生の容我獄一牲の感覚について

　谷彗こよると，従来の懲我隅一性尺農は．下読機念

設定が「緯1…性　講　瞬一盤拡散」の危機が優勢とな

る発達段階である青無難における瞬一性の感覚に焦点

化されていないという。そのため，それ以外の発達段

驚1こおける感覚（基本的｛言頼感．　彗律｛盤など）や，嗣

一一ｵの部分鍛繧（時懸豹展望の鉱敬，嚢意識過麟など）

を縫える項目を含むものになっており，縄粋に青無難

の同一性の感覚を捉えるも薪）になっていないとしてい

る。一方，多次元自験羅一性尺度は純粋に青難鞘にお

ける自我隅一性の感覚を灘足する精度の蔑い尺度であ

ると述べている。谷の大学生に封ずる縮我樹一性の

感覚≦の調査で1ま，鰺歳で縫．2，欝歳で83．9，鱒歳で

8S．6，2i歳で8§．8，22裁で9§、茎と奪齢が圭．がるに連れ

て総露点が段階的1こ轟くなる結果が欝られ，多次元§

我隅一性尺度は発達的にも構成機念的にも信頼性・妥

当性の高い自我属一性尺度であると述べている。しか

し，本校生経を嬉象とした講査では，総得点の平均が

終歳で8§．§8．終歳で88．i5，i7歳では87．鰺と茎6歳より

懸い｛痘となり，一毅：蕩校生1こおける§我購一性の感覚

には発達的に大学生のような趣齢による顕著な変化1ま

みられず，わずかに懇歳と欝歳との閣に差がみられる

のみだった．このように高校生は大学生の場合と異な

り，青隼簸以前の精神発達の影響に擁え，青隼期に入っ

てそれまで積み上げてきた内的な粋緩みを一塁壊し，

新たな粋緩みを作り始める駕代でもあるので自我鑓一

性形成遍程の漫談が予想され，多次元自我隅一性尺度

の得点にばらつきが生じたものと考えられる。さらに

貿歳で欝歳より得点が儀くなっている背景には，多次

元自裁瞬一性理度の講蚕時期が2筆生の2学難の終わむ

で，受験という大きな課題を実感し始める時難に重な

り，なお一層毯我の混護をきたしていることもあると

考えられる。下紘尺度レベルで見た場合，自己斉一罐塗・

連続盤の感覚は隼齢にかかわらず高簿点を示し，早く

から奮っている感覚のようである．端縫的購一性と心

理被会的同一性は蔦歳では軽く，発達的に上昇する繧

向がみられたが，これは高校生になって社会生活空購

が拡大した結集，新たな地者との関わりあいの中で羅

一性の感覚が奮ったものであると考えられる。蛎§的

瞬一姓が欝歳で最も高く年齢と共に低くなる傾肉縁鰐

勉的羅一性と心理娃会的羅一性の感覚の発達に鐸い，

内雀が深まり内的枠緩みみ見直しを邉られた結集とも

とれる。このように欝～鴛歳では自我羅一姓の混酸が

晃られるものの，今露調査しなかった本校の3年生

（i7～鰺歳）が自己あるいは外翼を客観的に見ること

ができるようになむ，精神的にも安定してくるという

欝常的観察と，谷鋒の大学生の調査給桑を会わせると，

畿我属一牲の感覚は欝歳を境に趨齢的に発達していく

ものと推灘される。

　永井鴎が婦人恐糠的心盤について中学生から大学生

について認査した結果では，中学生から高校生1こかけ

て婦人恐縮的心性が強くなるとし，「地者とのうちと

けた待勤の遜毒難さ」，「緊張感の高まり涯，5醐の問題」

などを悪辣する婦人状溌における鴛勤・態度の簡題が

増撫し，その結果として，麹者からどのように評懸を

されるのか気1こしたり，嚢整者との諺遷｛系の舞文む方がわか

らなくなっている幾孫的窪己意識の難題が嚢覚され，

さら1ここのような状溌では，「露己の不安定さと劣等

感雄．「懲己統麟の弱さ」などの内省的麹｛三意識の閣題

を強く自覚するよう1こなるというように，三つの次元

の翼題意識が渾然一体化した状態となっていると考え

られると述べている。永井が蝿人恐縮的心性の震度と

した麗係的書己意識縁多次禿§我緯一性尺度の玄重縫的

隅一性に，内省的密巳意識は嬉奏的講一牲に端癒する

概念であむ，永聾の講査結果と本論の結果慧，懇～鐸

歳の高校生の隼代においては端人恐簾的心性をめぐる

葛藤と農我属一｛生の感覚が濁馨寺平ぞテ的尋こ湧き上がり，

薦者が凝議をきたしながらも精神的な発達をとげてい

くことを示しているものと考えられる。

　男女を髭較すると女子は男子よりやや得点が懸い。

また．男子で韓1谷下錘1尺度懸垂こ葺三輪的な変｛ヒが見られ

ないのに対し，女子では発達的な変化がみられる。笠

原t’）は大人になることに塵面した羅惑は男女によっ

て様式を異にするとし，鍛もおおきな男女差は，少女

たちが無力感ゆえに成人の女性への変身を極み，男の

子が無力感ゆえに威人の男性た鯵えないことをひたす

ら恥じるところにあるだろうとしでいる。そして男た

ちは一蓉も擘く成人になりたいと思うと遽べている。

このような男女の心理的な職題を反験し，男子の方が

女子より多次元自我同一性尺度の得点が高くなったと

いうことも考えられる。また，菅1勉ま思春難の女性
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の特徴として，繊纏で豊かな感性をもちっっも思春窮

の身詰に帰するこだわりが自£評懸の鍾下につながっ

ているとしている。永井鋤による対人恐穂的心性の

調査結果でも，女子においては対人状溌における微動・

態度の得点が勇子より緩いにもかかわらず，関｛系的自

己意議や内省的自蕊意識の得点が男子よりかなり高く，

男子より女子の方が心理的にはより対人状溌に敏感で，

内的な葛藤を強く持つ繧肉が現れている。以上のこと

を考え合わせると，女子の場合，身鯵的成熟の受容と

対人恐碧§的心性が密接に麗達しあい，成熟に対する葛

藤の莞彗醸こ伴って徐々に露分を受け入れ，自我羅一性

の感覚も発達的な変化を示すようになるものと考えら

れる。

　一般高校生の調査結梁の活懸の一つとして，進路鮨

導が考えられる。嚢我羅一性の感覚が平均纏よりかな

り緩い生徒が進蕗決定ができないという実態もあり，

自殺羅一性の感覚は逡｛壬が進露旛導する際の生経蓬解

の資鮮として活零することも溝能である。

2〉根談霊刹弄奪蕎の濤我漏一牲の感覚について

　構談室利溝者について「馨我講一性の感覚」を調費

した結果，権談室麹絹者の件数が少ないために検定で

きないものの，一般高校生に比べて構談室零礪者は

「自我羅一性の感覚雄が未熟であることが明らかであ

る。椿談室利講者の多次元碧我罰一牲R度の総露点平

均纏は一鍛轟校生の87．63に比べ，騒．26とかなり緩い。

下位飛度のいずれの遜子も低く，特に第3鬱乎の対纏

的羅一性が纏の遽子より低い結果を示した。事鰯のB

子を含めかっていじめを受けたと遽べている生後にお

いては自己斉一盤・連続性の得、点がこと1こ低く，過去

においていじめを受けていた時難の自分と現在の鶉分

の闘の連続性の感覚が希薄であることがうかがえる。

また，相談室舞矯考の多くがクラスメートの視線や成

績評簸を気にし，また，周囲の人は本当の私をわかっ

ていないなどと地者との関係で悩んでいる締。つま

り，本当の私と匙者から見られている私のずれが大き

い。このように櫨談室霧絹者の「塗我講一性の感覚」

特に端縫酌婦一性の感覚や£・鍵社会的羅一性の感覚が

年齢帽応に十分育っていないことが，蝿人関係にも影

響を与えていると思われる。永井…讐こよると，婦人恐

擁的心性の自覚が高まるのは，中学生から高校生にか

けてであり，その馨に自己意識に大きな変化があると

報告している。そして大学生になると内的葛藤を強く

持つことなく，自分の在暮方を受容し，安定している

というαこれらの結果は，未熟な自我を掬えっっも，

生徒たちが学校生活の中で発達課題を徐々に鰐決しな

がら成長していくことによって，自己を受け入れ安定

していくということを示し，学校カウンセ婆ングにお

ける陣聡との関係作りの大切さを実感させるものであ

る。

2§盤一6

3）事携における自我講一牲の感覚について

　相談室麗羅者の多次元自我同一性尺度の灘建結果1こ

ついては，魑人差が大きく，平均纏にはあまり重要な

意霧乗づけをする必要1まないと思われる。生後一人一人

の抱えている開題や家族的背景などから多嚢的に生経

を縫えた場合，多次元自験瞬一牲尺度の結果は多くの

場合，生経の発達上の課題と一致していると思われ，

どのような嚢我羅一性の感覚に比重を置くかによって，

援麟の方法や関わむ方も変わってくると考える。鍵っ

て，今後．娼談室料霧者に帰する援助活動において懸

人の発達課題の幾題を考えていく捲錆になるのではな

いかと考える。

　事鯵A子の場合は全体的に縁自我1憂）未熟さを持ちな

がらも，糞意縫的獄一性は一般高校生と購穫度であった。

これは勉者からどう見られているか意に介さない面を

反駁していると患われる。対人闘孫の問題をクラスメー

トのせい1こするような外罰的懸向があり，クラスメー

トに帰して攻撃的になることもあった。その意殊で，

本来の自分慕身との不一致感は懸かったと思われる。

さらに心蓬社会的羅一性の低さに現れているように，

塞分は侮を望んでいるのかわかっていないので深く内

省することもなく，麩1みも深められることはなかった。

しかし，原露は自分にあるとは患っていないが少なく

とも員浮いている”という感覚はある。クラスメート

との対立が長難にわた鯵，纏人が悪いだけではなく，

奏分にも療霞があるのだろうかと考え始め，苦しみや

悩みが深くなってきた。このようなA子の葛藤は鰐褻1

的講一牲が育つ苦しみであるとも言える。これはA子

にとって新たな発達の変建のきざしともとれるもので，

櫓談室としては安易に欠課や欠鷹を認めるのではなく，

浮いている感覚はありながらも長難欠願にならないよ

うに支えることではないかと考え，A子の愚痴や不請

を饑きながら，長莫慰こわたるクラスメートとの女言立1こ

耐えるように支えている。クラスメートとのトラブル

の一方で，幸いにもその幼さを受けとめてくれる仲縫

との出会いもあむ，その婦人闘孫の中での成長を難待

していこうと考えている。

　B子の自我織一1塗の感覚の得点は享彩常に低い。ノ罫さ

い時からのいじめにより紡衡的になっていることも闘

係していると患われる。特に欝己斉一性・連続性の得

点の転さは退去のいやな記憶を封じ込めている結集で

はないかと思われる。また，対自的揖一葉塗が高く，対

縫的繕一性が軽いことから内省的で内向的な轡絡で，

縫者から還解されていないし，遅解されることを望ん

でいない生経であることが推灘されるが，現実にB子

は深く内省し，嚢分はどうありたいのかを良く考えて

いる生徒である。また，極端に同輩を受け入れないと

ころがあり，クラスメートや権談室の仲懸がどう雛わっ

ていいのか露惑させられる生健である。縫って韓人鑓

係援購よりも纒鍵的な心理的援助が有効であると愚わ
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れた。心理社会的濁一性が高いのは意外であるが，そ

もそも参超している栓会が薪梅談室3という鰻定され

た空間で，しかもそこでも筆者や養護教論，撞任といっ

た大入との闘係しか持とうとしない生健で，より広い

所への参癩は望んでいないので，このような結果になっ

たものと思われる。心渥面接はB子の内雀を一腰深め，

理鰐してくれる縫者への磐頼の第一歩となり，将来の

曇標に陶かって踏み塗す淡藪を逡られたこともあって，

教室再遽癒することができるようになったが，クラス

メート金棒へはその馨頼は及んでいないと患われ，積

極的な露係を持とうとしてはいない。

　戯申1二｝》は内聞神経癒の事鰍報告において，内閉とは

磐的には社会的自験の未成熟とされる消極藏をもちつ

つも，内的には退行，しかもそれは次なる新生をもた

らすための蟻の時難とでもいうべき穫極懸を欝せ持っ

ていると考えて治療への取り縷かり点とすると述べて

いる。未熟な自我は発達成長という積極桑塗も｛弄せ持つ

という由中の治療の観点は，多次元肖我瞬一姓尺度の

結集をいかに捉え，生経の支援にどのように生かすべ

きかという点において重要な示唆となると思われる。

事鰯のA子，B子にみられるように2人ともそれぞれ

の問題を縫え，権談室の援勘のもとに憾み，葛藤しな

がら学校生活を続けているが，その愚程において未成

熟な自我が実は次なる新生の聾能性を示唆しているこ

とに縫ならないことを教えてくれている。このように

発達簸の生経は消極性と積極盤を儒ぜ持ちながら，健

康的に成長しようとしている存在であることを忘れて

はならないと考える。

　筆者は対人関係の騒みを持つ高校生に対し，端人関

係に焦点を当てて援鱗する有効盤について報告し

た織が，その際，生経一人一人の発達課題を十分蓬

解した上で援勤することは重要であると考えられる。

そして，対人関係を育てるような成長促進的な援勘の

一方で，身体釣銭長に精神的変化が追いつけず，敏感

で不安定になりやすく，自我の混乱をきたす年代であ

ることを考霧にいれて，内省促進的な心遽的援動も行

い，消極的な灘も保護しつつ，§我覇一性の感覚を育

てなおすことが春年期の発達課題を抱えた高校生援購

1ご蓉効であると思われる。

5．まとめ
　青年窮の発達課題を掩えた高校生を援勤するにあたっ

て，藝我同一性の感覚をあらかじめ擾撰しておくこと

は重要なことであるGそこで，青年難の自我隅一性の

感覚を灘寇するため1こ，多次元自我羅一性尺度を灘塾

て，一毅高校生と権談室秘醗者のそれを比較検討した。

①　一般高校生においては多次元農我購一性尺度の得

　点において大学生と違って顕著な発達的変化はみら

　れない。圭5歳から絡縫7歳では明らかに得点の増纐

　が見られるのに蝿し，貿歳では終歳より得点が緩い

　など，自我疑心重症形成窃鞘の混善しの影響力｛見られ．る。

　また，女子は男子より得点が低いが，箪齢とともに

　その露点が増撫し，葺歳では下縫尺慶によっては男

　子と同等かそれ以上に達している。その濠馨として

　は，男女による身体的駿長の受容や端人懇鶉的心性

　の違いも考えられる。

⑫　一般高校生と糧談箋零礪者では窮らかに槍談室料

　欝者の得点が低く，特に友達縫的自我葦葺一姓の感覚が

　宋銭熟で，鰐人鑓係の癒難さを反験していると思わ

　れる。

③事携の塗討から，多次元窪我霧一性尺度による嚢

　我講一盤の感覚は生経の抱えている発達課題を反駁

　し，援麟の実際と一致していることが明らかである。

　以上の結漿から，自裁隅一・性の感覚は発達鱗にある

轟校生の援跡活動における重要な指鋭となると考えら

れる。特に対鰹的痔我海一性と心遅栓会的羅一性の感

覚が未1成熟な豊島合1こは対“大葬難｛系の婆肇難さが予想される。

実際に端人関係の悩みを訴えて相談室を科零している

生後が多い聾ことから，端人関係に焦点をあてた援

懸プランを立てる上で，嚢我羅一性の感覚は有効な情

幸穣こなると思われ，生徒の発達課題の玉蟹解1こ立った援

麟を行うことができるものと思われる。また，生経の

発達課題の解淡状溌を客観的に甕撮することもできる

と思われるので，何度か調査することでその有効性も

験謳することができると考えられる。
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蔦2 藩島大学教鳶実践麟実紀要第44号 2§§3－6

資料　霞我鐸一姓の感覚についての講査（谷重手）

　　　　　学年（　i年　　2隼　　3奪　〉　　姓溺（男子　　女子　〉　　隼齢（　　　歳）

　次のi～2§までについてそれぞれ現在の自分にあてはまると患われる番号に○をつけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全くあて　　ほとんどあて　　どちらかと　　どちらとも　どちらかと　　かな珍あて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はまらない　はまらない　　　いうとあて　　いえない　　いうとあて　　はまる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はまらない　　　　　　　　はまる

i、馨遍去において自分をなくしてしまったようにi　　　2　　　3　　　護　　　5　　　6

無常に

あては

まる

　7
感じる。

2．嚢分が望んでいることがはっきむしている。　　i

3、懸自分のまわりの人々は，本当の私をわかってi

　いないと懇、う。

尋．現実の縫会の中で，自分らしい生き方ができるi

　と思う。

5．［聾邊去に自分密身を置き去りにしてきたような圭

　気がする。

6．自分がどうなりたいのかはっきりしている。　　工

7．自分は周懸の人々によく理解されていると感じi

　るδ

8．現実の社会の中で，自分らしい生活が送れる自i

　磐がある。

9．口いつのまにか自分が自分でなくなってしまつi

　たような気がする。

緯．藏分のするべきことがはっきりしている。　　i

珪．［二］人に髭られている自分と本当の懲分は一致しi

　ないと感じる。

㌶．麗実の社会の中で自分の薄能盤を十分に雲霧でi

　きると患う。

捻、目今のままでは次第に食分を失っていってしま茎

　うような気がする。

｝4．［肇§分が輯をしたいのかよくわからないと感ビi

　るときがある。

茎5．口本当の自分は人には至墾解されないだろう倉　　i

欝．臼嚢分らしく生きてゆくことは，現実の蛙会の工

　中では難しいだろうと懇、う。

i7．口「自分がない垂と感ビることがある。　　　　　圭

繋．臼自分が侮をのぞんでいるのかわからなくなるi

　ことがある。

嬉．目大慈での警分は，本当の自分ではないような玉

　気がする。

臆、口§分の本当の能力を生かせる場駈が社会1こはi

　ないような気がする。

　（⊂郷解ついている項目絃逆転項目を示す）

2 3 遵 5 6 7

2 3 4 5 6 7

2 3 4 5 6 7

2 3 尋 5 6 7

2 3 4 5 6 7

2 3 4 5 6 7

2 3 4 5 6 7

2 3 4 5 6 7

2 3 畦 5 6 7

2 3 逢 5 6 7

2 3 4 5 6 7

2 3 嵯 5 6 7

2 3 蓬 5 6 7

2 3 4 5 6 7

2 3 遵 5 6 7

2 3 4 5 6 7

2 3 逢 5 6 7

2 3 4 5 6 7

2 3 嵯 5 6 7


